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平成18年度予算を可決
一般会計の予算総額は前年比5・4％減の111億1,300万円
　平成18年第２回町議会定例会が、３月１日から９日までの９日間開かれ
ました。
　今回の定例会では、松田町長が平成18年度の施政方針を述べるとともに、
平成18年度一般会計予算および特別会計予算など28の議案について審議
が行われ、いずれも原案どおり可決されました。

施
政
方
針
　
　（
一
部
抜
粋
）

は
じ
め
に

　
美
郷
の
町
づ
く
り
元
年
と
位
置
づ
け
て
臨

ん
だ
平
成
十
七
年
度
は
、
ま
ず
は
枠
組
み
づ

く
り
の
年
と
し
て
、
町
の
体
制
確
立
や
施
策

の
骨
格
構
築
、
地
域
融
和
に
向
け
た
取
り
組

み
を
具
体
化
す
る
年
で
し
た
。
町
議
会
及
び

農
業
委
員
会
の
改
選
や
美
郷
町
総
合
計
画
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
計
画
の
策
定
、
地
域
間

差
異
の
あ
る
事
業
の
調
整
及
び
町
民
憲
章
や

町
民
歌
な
ど
町
の
シ
ン
ボ
ル
づ
く
り
な
ど
に

取
り
組
み
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
。

町
政
運
営
の
方
針

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

踏
ま
え
て
迎
え
る
平
成
十

八
年
度
は
、
ま
ず
は
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
策
定
し
た

各
種
計
画
と
の
整
合
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
町
づ
く
り

の
根
幹
で
あ
る
美
郷
町
総

合
計
画
の
着
実
な
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
の

一
層
の
一
体
化
を
意
識
し

て
取
り
組
み
を
重
ね
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
年
々
厳
し
さ
を

増
す
財
政
環
境
を
見
通

し
、
財
政
面
で
の
合
併
効

果
の
早
期
実
現
に
留
意
し

て
い
く
と
と
も
に
、
自
主

財
源
の
確
保
に
も
意
を

払
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
合
併
に

よ
っ
て
顕
在
化
し
た
行
政
課
題
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
こ
う
し
た
方
針
の
具
現
化
に
あ
た
っ
て

は
、
基
本
的
に
町
民
理
解
の
も
と
で
進
ん
で

い
く
よ
う
、
引
き
続
き
各
種
情
報
の
共
有
化

に
意
を
払
う
ほ
か
、
地
域
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
地
域
間
バ
ラ
ン
ス
に
も
留
意
す
る
観

点
を
大
切
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
ま
た
、
具
体
の
事
務
事
業
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
効
率
的
な
美
郷
ス
タ
イ
ル
の
事

務
処
理
方
式
を
確
立
し
て
い
く
よ
う
留
意
す

る
と
と
も
に
、
職
員
資
質
の
向
上
や
組
織
機

構
の
見
直
し
等
に
も
意
を
払
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
そ
の
上
で
、
目
標
で
あ
る「
町
民
の
だ
れ

も
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み
つ
づ
け
た
い

と
思
え
る
ま
ち
」を
め
ざ
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

十
八
年
度
予
算
編
成
の
留
意
点
等

　
以
上
の
よ
う
な
町
政
運
営
の
方
針
を
踏
ま

え
た
十
八
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
次
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
て
お
り
ま

す
。

　
ま
ず
一
般
会
計
の
歳
入
に
つ
い
て
で
す

が
、
歳
入
の
大
半
を
占
め
る
地
方
交
付
税
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
度
地
方
財
政
対
策

の
状
況
を
参
考
に
す
る
と
と
も
に
、
不
測
の

事
態
の
財
政
需
要
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

一
定
の
留
保
に
配
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
主
財
源
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

七
年
度
の
状
況
等
を
踏
ま
え
た
ほ
か
、
三
位

一
体
改
革
で
削
減
さ
れ
る
国
庫
支
出
金
等
に

つ
い
て
も
、
各
般
の
情
報
を
も
と
に
適
正
に

計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
債
に
つ
い
て
は
、
起
債
残
高
を

増
嵩
さ
せ
な
い
こ
と
、
お
よ
び
適
債
性
の
あ

る
事
業
に
は
で
き
る
限
り
活
用
す
る
こ
と
と

し
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
基
金
残
高

に
留
意
し
、
歳
入
の
不
足
分
に
つ
い
て
財
政

調
整
基
金
な
ど
を
取
り
崩
し
て
お
り
ま
す
。

特
別
会
計
の
歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度

改
正
等
を
踏
ま
え
た
ほ
か
、
使
用
料
や
国
・

県
支
出
金
等
に
つ
い
て
も
各
般
の
情
報
を
踏

ま
え
、
適
正
に
計
上
す
る
よ
う
に
留
意
し
て

お
り
ま
す
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
経
常
収
支

比
率
を
踏
ま
え
、
経
常
経
費
の
抑
制
に
努

め
、
で
き
る
限
り
政
策
経
費
を
確
保
す
る
よ

う
に
留
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
政
策
経
費
に
つ
い
て
は
、
国
や
県

の
政
策
展
開
方
向
を
踏
ま
え
た
ほ
か
、
旧
町

村
で
未
着
手
で
あ
っ
た
喫
緊
の
課
題
に
も
で

き
る
限
り
、
美
郷
町
と
し
て
対
応
す
る
よ
う

留
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
投
資
的
事
業
に
つ
い
て
は
継
続
事

業
を
優
先
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
規
事
業
に

つ
い
て
は
、
各
地
域
の
整
備
水
準
を
踏
ま
え

な
が
ら
地
域
バ
ラ
ン
ス
に
も
配
慮
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
各
分
野
に
お
け
る
施
策
選
択
に
つ

い
て
は
、
特
に
地
域
融
和
の
推
進
、
水
環
境

の
保
全
の
推
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推

進
、
食
育
の
推
進
、
農
・
商
・
工
の
連
携
活

動
の
推
進
に
つ
な
が
る
施
策
を
優
先
す
る
よ
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う
、
意
を
払
っ
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
合
併
で
誕
生
し
た
自
治
体
の
将
来
の
地
域

発
展
に
は
、
何
よ
り
早
期
の
地
域
一
体
感
の

醸
成
と
正
確
な
現
状
認
識
が
肝
要
と
存
じ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
地
域
全
体
を
見
渡
し
な
が

ら
、
透
明
性
を
重
視
し
な
が
ら
適
正
に
推
進

し
、
地
域
間
及
び
住
民
・
行
政
間
の
距
離
感

の
短
縮
、
ひ
い
て
は
信
頼
感
の
強
化
に
努
め

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

●
美
郷
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
　
美
郷
町
の
交
通
安
全
に
関
す
る
総
合
的

な
施
策
の
審
議
及
び
実
施
を
推
進
す
る
た

め
、美
郷
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
を
設

置
し
ま
す
。

●
美
郷
町
犯
罪
被
害
者
等
基
本
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
　
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
等
に
関
し
、地

域
の
状
況
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
及
び
実

施
し
ま
す
。

　
　
※
詳
し
く
は
29
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
美
郷
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
人
事
院
勧
告
に
鑑
み
、町
職
員
の
給
料

表
の
構
成
及
び
号
給
構
成
の
改
定
、給
料

月
額
の
改
定
、昇
給
制
度
の
改
定
に
伴
い

所
要
の
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

●
美
郷
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
普
通
徴
収
に
係
る
町
民
税
を
納
期
前
納

付
し
た
こ
と
に
よ
る
報
奨
金
を
廃
止
し
ま

す
。

●
美
郷
町
奨
学
資
金
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
　
奨
学
金
の
貸
与
額
を
次
の
と
お
り
変
更

す
る
と
と
も
に
、貸
与
人
数
を
予
算
の
範

囲
内
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
七
年
度
美
郷
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
第
六
号

　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
百
十
五
万
八
千

円
を
追
加
し
、補
正
後
の
予
算
総
額
を
九

億
一
千
六
百
五
十
八
万
二
千
円
と
し
ま
し

た
。

●
平
成
十
七
年
度
美
郷
町
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
第
五
号

　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
千
七
百
七
十
九

万
八
千
円
を
追
加
し
、補
正
後
の
予
算
総

額
を
三
億
一
千
二
百
六
十
三
万
四
千
円
と

し
ま
し
た
。

●
平
成
十
七
年
度
美
郷
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
三
号

　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
百
八
十
七
万
六
千

円
を
追
加
し
、補
正
後
の
予
算
総
額
を
二
億

一
千
三
百
六
十
万
四
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
予
算

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
老
人
保
健
特
別
会

計
予
算

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
下
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
予
算

　
　
な
お
、貸
与
額
に
つ
い
て
は
、平
成
十
八

年
四
月
一
日
か
ら
貸
与
す
る
奨
学
金
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。（
表
１
参
照
）

●
美
郷
町
雁
の
里
山
本
公
園
設
置
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　
　
同
公
園
に「
雁
の
里
管
理
休
憩
棟
」を
追

加
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
使
用
料
を

表
２
の
と
お
り
改
正
し
ま
す
。

●
美
郷
町
公
園
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
　「
寺
町
親
水
公
園
」（
六
郷
字
東
高
方
町

39
番
地
）お
よ
び「
か
ま
く
ら
畑
公
園
」（
六

郷
字
本
道
町
１
１
５
番
地
・
１
１
６
番
地
）

を
追
加
し
ま
す
。

●
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
　
千
畑
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
整
備
事
業
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
整
備
工
事
、仙
南

地
区
の
南
千
間
谷
地
・
元
村
線
道
路
改
良

舗
装
工
事
、仙
南
地
区
の
赤
城
・
扇
田
線
道

路
改
良
舗
装
工
事
に
係
る
契
約
金
額
を
、

そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
変
更
し
ま
す
。

●
平
成
十
七
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
補
正
予

算
第
十
号

　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
億
七
百
二
十
二

万
円
を
追
加
し
、補
正
後
の
予
算
総
額
を

百
三
十
三
億
四
千
七
百
六
十
三
万
五
千
円

と
し
ま
し
た
。

改正前 改正後

コース利用 １日　　　　210円
大人　 200円

小・中学生 100円
貸出クラブ

１回
１本 105円 １本　 100円

貸出ボール １個 52円 １個　 50円

表2

平成18年度一般会計予算および各特別会計予算については、4～5ページをご覧ください。

奨学金の種類 対象者
金　額

改正前 改正後
　 高等学校に在学する者 月額　２万円 月額　１万５千円

月額　３万円奨学金
月額　４万円

大学に在学する者

特別奨学金 廃　止

月額３万円、４万円または５万円のいず
れかを選択することができる。

一時金　10万円、20万円または30万円
のいずれかを選択することができる。

高等専門学校または
専修学校に在学する者

表1
る
と
と
も
に
、
各
般
の
取
り
組
み
を
重
ね
る

過
程
で
、
折
に
触
れ
て
正
確
な
町
の
現
状
を

説
明
し
、
町
民
理
解
を
い
た
だ
く
よ
う
意
を

尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。「
美

郷
が
い
ち
ば
ん
、
す
き
で
す
美
郷
」と
言
え

る
町
に
向
か
っ
て
、
私
は
じ
め
職
員
が
一
つ

と
な
っ
て
努
力
を
重
ね
る
よ
う
改
め
て
決
意

し
て
お
り
ま
す
。


